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0.1 次の各問に答えよ.

(1) lim
x→+0

x log xを求めよ.

(2) f(x) = sin−1
√
1− x2 を微分せよ.

(3)

∫ √
x

1 + x
dxを求めよ.

(岡山県立大 2005) 　　 (m20055601)

0.2 2 次元ベクトル空間 R2 上の線形変換 f は,ベクトル

(
1

1

)
をベクトル

(
2

2

)
に移し,ベクトル(

1

2

)
をベクトル

(
−1

t

)
に移すとする.ただし, tは定数である.このとき, f を表す行列を求め

よ.また,その行列が逆行列をもたないような tの値を求めよ.

(岡山県立大 2005) 　　 (m20055602)

0.3 関係式 x3 − 3xy + y3 + 2 = 0で定まる xの関数 yについて,
dy

dx
,
d2y

dx2
を求めよ.

(岡山県立大 2005) 　　 (m20055603)

0.4 球 x2 + y2 + z2≦ 4と円柱 x2 + y2≦ 1の共通部分の体積を求めよ.

(岡山県立大 2005) 　　 (m20055604)

0.5 (1) lim
x→∞

x
(π
2
− tan−1 x

)
を求めよ． (2) f(x) = esin

−1 x を微分せよ．

(3)

∫
log(1 + x2)dxを求めよ．

(岡山県立大 2006) 　　 (m20065601)

0.6 行列


a b b b

b a b b

b b a b

b b b a

 の階数を求めよ．ただし，a, bは実数とする．

(岡山県立大 2006) 　　 (m20065602)

0.7 関係式 x3 − 3xy + y3 = 0で定まる陰関数 y = f(x)の極値を求めよ．

(岡山県立大 2006) 　　 (m20065603)

0.8 次の累次積分の順序を交換し，その値を求めよ．
∫ 1

0

dy

∫ 1

y

ex
2

dx

(岡山県立大 2006) 　　 (m20065604)

0.9 (1) lim
x→0

ex + e−x − 2

1− cosx
を求めよ. (2) f(x) = log | sin−1 x|を微分せよ.

(岡山県立大 2007) 　　 (m20075601)

0.10

∫
x√

x2 + 1
dxを求めよ.

(岡山県立大 2007) 　　 (m20075602)

0.11 行列式

∣∣∣∣∣∣∣
1 1 1

a b c

a2 b2 c2

∣∣∣∣∣∣∣ を因数分解せよ.

(岡山県立大 2007) 　　 (m20075603)

1



0.12 lim
(x,y)→(0,0)

xy2

x2 + y2
を求めよ.

(岡山県立大 2007) 　　 (m20075604)

0.13 変数変換を用いて次の 2重積分を求めよ.∫∫
D

x2y2dxdy D = {(x, y) : x2 + y2≦ 1, x ≧ 0, y ≧ 0}

(岡山県立大 2007) 　　 (m20075605)

0.14 (1) lim
x→0

log(1− x2)

sinx
を求めよ. (2) f(x) = log

∣∣∣∣ x

x+ 1

∣∣∣∣を微分せよ. (3)

∫
x log x dxを求めよ.

(岡山県立大 2008) 　　 (m20085601)

0.15 A =

(
a 1

4 2

)
の固有値の 1つが 0とする.

(1) aを求めよ. (2) 0以外の固有値を求めよ.

(岡山県立大 2008) 　　 (m20085602)

0.16 f(x, y) = x2 − xy + y2 + 1の極値を求めよ.

(岡山県立大 2008) 　　 (m20085603)

0.17 次の 2重積分を求めよ.∫∫
D

ex−ydxdy , D = {(x, y) : 0 ≦ x ≦ 1, 0 ≦ y ≦ 1}

(岡山県立大 2008) 　　 (m20085604)
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